
認定ＮＰＯ法人こまちぷらす
理事長 森祐美子

何故、社会とつながる学びが必要なのか



本日のポイント

•学校の外（こどもたちが生きていく社会）

における協働の事例から考える

•自分にとっての「学校と地域の連携の必然

性」について考えを深める

•連携の中で難しい局面、どう整理するか



本日の流れ

•自己紹介

•協働事例について

•学校での事例について

•協働のポイントについて

•ワーク

•まとめ



自己紹介

認定NPO法人こまちぷらす理事長。

2004年トヨタ自動車株式会社にて海外営業や海外調査を担当。第一子出産直後に感じた育児における孤独

感やその後救われた経験から、2012年に退社しこまちぷらすを当時のママ友数人と立ち上げる。

現在横浜市戸塚区にてスタッフ約50人・ボランティア約300人とともに「こまちカフェ」「こよりどうカ

フェ」を拠点とした対話と出番の場づくり、企業との協働プロジェクトなどを展開。

2019年米フィッシュファミリー財団チャンピオン・オブ・チェンジ日本大賞にて入賞、201７年イスラエル

政府招へいプログラム「女性ヤング・リーダーシップ・プログラム」メンバーに選出され1週間イスラエル

訪問、2022年ザルツブルググローバルセミナーフェローに日本から30人のうちの1人に選ばれザルツブルグ

での会議に参加、横浜市教育委員、元横浜市市民協働推進センター協働コーディネーター、元横浜市子ど

も子育て会議委員、９０会員いる地元商店会の副会長を５期つとめる。

2児の母、趣味は山登りで百名山踏破目指している。



アイスブレーク

皆さんの自己紹介

※ペア

１．名前、学校名

２．今日聞きたいと思っていること

３．自分の故郷で好きなところ

４．何故先生になったか



グランドルール

1人4分話しきるまで

・話をさえぎらない/かぶせない

・否定しない

<テニスの壁打ち＞をイメージしてください

1人 分×２人



本日の流れ

•自己紹介

•協働事例について

•学校での事例について

•協働のポイントについて

•ワーク

•まとめ



数字でみる事業概要：組織編

スタッフ人数：約50人（2023年7月現在）

登録ボランティア数：約300人（こまちパートナー）

第7回健康寿命をのばそう！アワード 厚生労働大臣 団体部門 優秀賞受賞
（2018年11月）
第13回かながわ子ども・子育て支援大賞「奨励賞」 受賞（2019年11月）
第12回地域再生大賞 準大賞受賞（2022年1月）





こまちカフェ（神奈川県横浜市戸塚区 戸塚駅徒歩7分 第一号店開始2012年）

https://comachicafe.com/



障害

ダブル
ケア

不登校
ひきこもり

対話の場と出番をつくる



こよりどうカフェ
（戸塚駅徒歩5分 400年の歴史あるお寺境内内：オープン2022年）

https://coyoridocafe.com/



居場所⇒保育園にお惣菜を届ける事業

2023年6月
内閣官房
地域における孤独・孤立対策に関する 
NPO 等の取組モデル調査に採択される

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kodoku_koritsu_taisaku/pdf/230613_npo.pdf

記者発表資料



2016年4月に、 赤ちゃんと家族をお祝いする気持ちをこめて、

 地域と企業から「出産祝い」をお送りすることから始まりました。

（ヤマト運輸株式会社神奈川主管支店と認定NPO法人こまちぷらすで横浜市戸塚区にて立ち上げ）

®「ウェルカムベビープロジェクト」は、

特定非営利活動法人こまちぷらすの登録商標です。（登録第6024908号）

後援：横浜市こども青少年局

まち全体で赤ちゃんの誕生をお祝いし、
子育てを応援できる社会になることを

目指しているプロジェクトです

ウェルカムベビープロジェクト
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まちからの「出産祝い」

「民間型プロジェクト」として運営費はご協賛とご寄付により成り立っています。 15



戸塚支部/本部

鶴見支部

松戸支部
認定NPO法人
こまちぷらす

NPO法人
つるみままっぷ

まつどでつながる
プロジェクト

展開地域

茅ヶ崎支部
地域のお茶の間
研究所さろんどて



2016年度
２３９人

※戸塚のみで実施

４地区の出産祝いお届け数

17

2022年度
戸塚 922人
鶴見 336人
松戸  300人
茅ヶ崎 150人

約1,708人



「循環」を生むプロジェクト



19

受け取った方々も一緒に考える・作る

「贈る→受け取る」から「一緒に作る」循環へ



背守りについて



「ご出産おめでとうございます。昼も夜も赤ちゃんのことこと
ばかりで大変なこともたくさんあると思います。お母さんとの
ペースで赤ちゃんとの時間を楽しめるようになることを願って
います！」
1歳1か月のママより

背守りメッセージ例

「ご出産おめでとうございます。子育ての不安もあ
るかと思いますが、いろいろなコミュニティ持つな
ど息抜きを大事にされてください。こまちカフェさ
んはオススメです。」40代男性

「ご出産おめでとうございます！お子様がすくすくと元気に大
きくなりますように！一人で悩まず、楽しく子育てしてくださ
い」60代2児の父

「ご出産おめでとうございます！！21歳の学生です
が、母にはとても感謝しています。反抗したことも
あったけど、今では私の1番の理解者で信頼できる母
です。無理せず頑張ってください。応援していま
す。」
21歳の学生より



ひとつひとつ商品を作ってくれた方やメッセージを書いてくれた方、
このギフトボックスを梱包してくれた方に

御礼を言いたいです。

受取ったご家庭からの声

戸塚には引越してきたばかりだったの

で、知り合いもおらず不安でしたが、
嬉しい気持ちになりました。

手書きのメッセージとても嬉しかったです。

普段ワンオペ育児の分優しい言葉が

涙が出て嬉しかったです。

このような活動をしてくれるのは、

いざという時に頼れるなぁ

という安⼼感があっていいなと思います。



背守り縫ってくれている方々の声

同じような趣味をもった方
たちと話をするのが楽しい。

また、この背守りがどんな赤ちゃんの
元へ届くか想像しながら背守りを縫う
のが楽しい。

自分の子育ても思い出したりして、背守り

をつくることに今は生きがいを感じ
ている。

4年前に引っ越して高齢者住宅で暮らすようになった

けど、知り合いがいなかった。

教え合ったりしながらそれぞれの生い立ち
や昔話をしながら背守りをつくるのが楽しい。



パートナー企業



パートナー企業



おむつとの飲み物自動販売機の誕生

おむつ自動販売機がこのプロジェクト主催のワークショップから誕生。

2017年3月に1号機を設置して以来、区役所や行政関連施設、商業施設や空港等全国約100か所に

広がっている。
現在は、他社でもおむつ自動販売機が設置が進んでいる。
飲料・おむつ・液体ミルクも入った自販機も千葉県松戸市で誕生。災害時も命をつなげるインフラに。

プロジェクトに参加した東京キリンビバレッジサービス株式会社と花王株式会社で開発（2017年）
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協働の考え方

目的は違うのだが、
同じ目標を達成することで、各目的を達成。

それぞれの「したいこと」が違う、という前提のもとに、
「共有の目標をつくる」

目的

A B

目的

A

B

ともに目的が同じで、同じように活動する

ともに目的が同じだが、主役AにBが協力する

目標

A B

A’ B’

参考/一部引用：WAM主催オンライン学習会「地域共生社会に必要な連携とは何か？」松原明氏資料より



なんとかなる「クッション」が増えていく



本日の流れ

•自己紹介

•協働事例について

•学校での事例について

•協働のポイントについて

•ワーク

•まとめ



先生によるお話し



本日の流れ

•自己紹介

•協働事例について

•学校での事例について

•協働のポイントについて

•ワーク

•まとめ



本日の流れ

•自己紹介

•協働事例について

•学校での事例について

•協働のポイントについて

•ワーク

•まとめ



ペアワーク

自分が知っている学校と地域の連携している事例につい
て相手と共有してみてください。

観点例）
※誰がどんな風に関わっているか
※こどもたちの主体的な学びにどうつながっているか
※何が課題か 等



問い

「地域との連携をしないと」から始まっていないか

「やらされ感」がないか

「自ら学び、社会とつながり、ともに未来をつくる人」
に、つながっている取り組みだろうか。

連携する「必然性」があるか



ポイント

・何のために

・児童生徒、教職員、地域の人が安⼼して楽しく関われている、
環境と関係性づくり（教職員自ら楽しんでいることが
何より求⼼力に）
➤そのためには自分の中にある想いから出発

・自分の存在/役割を誰かが喜んでくれている！そんな
実感得られるような弱いつながりをこどもたちの周りに

➤保護者、先生以外の「価値観」が世の中にあることを知る



しかし・・・連携を始めると様々な困難も。

期待のすれ違い。

「自分たちがお願いをしたいこと」と「相手のできる
こと」のマッチングで終わってしまい、徐々にミス
マッチが生まれたり、気持ちが消耗。

お願いした手前、「NO」という難しさ。



活用できるツール例

① ②③

④ ⑤

⑥

⑦

超福祉の学校プロジェクト@
NPO法人ピープルデザイン研究所/認定NPO法人こまちぷらす



©超福祉の学校プロジェクト@
NPO法人ピープルデザイン研究所/認定NPO法人こまちぷらす

＊①②のみ今回のワークのため文言変更

①
現状を具体的に。
どんなことが課題？

②
こどもたちが

「自ら学び 社会とつながり
ともに未来を創る人」に

なっている

③
困りごと・課題感を
生み出している壁は？

ヒト？もの？テクノロジー？
社会・組織？何故その困りごと・

課題感を感じてしまうの
だろうか？

④
既にやっていること

できていることもある。

それはどんなこと？

⑥
誰のどんなスキルとコラボを
すれば困りごと・課題感を
解決できるだろうか？

⑤
「自分」のどんな強みを
活かすことで困りごと・

課題感の解決に
つながるだろうか？

⑦
具体的な困りごと・課題感を解決するために

必要なアクションは何だろうか？
アクションを起こすことで

「解決した後の姿」は実現できるだろうか？

ここは必ず「自分・自分たち」を主語に。

既存の取り組み

現状・課題



©超福祉の学校プロジェクト@
NPO法人ピープルデザイン研究所/認定NPO法人こまちぷらす

＊①②のみ今回のワークのため文言変更

②
こどもたちが

「自ら学び 社会とつながり
ともに未来を創る人」に

なっている

⑤
「自分」のどんな強みを
活かすことで困りごと・

課題感の解決に
つながるだろうか？

既存の取り組み

現状・課題



自分の専門性、強み

目標に対して、自分の専門性だけではできないことがある。

→そこへの気づきから、連携の必然性が出てくる
→連携したい相手が見えてくる



自分の専門性、強みとは

・「できる、できない」の価値軸だけではない。

・その人の【当事者性】
例）（幼少期に）どんな経験をして、どんな感じ方をしているか
例）父親であること、兄弟に障害があること、親の介護をしていること
例）どんな方との出会いがあったか

こうしたこともその人の強み、専門性。

例）小さいころにたくさんの大人に囲まれて育った➤子どもたちに自分のように素敵な
大人に出会ってほしい➤こどもに関わる仕事



協働において大事なポイント

・「目標」に賛同する参加者が、関わる中で安⼼し、楽しいと感じ、
元気になること。

・そのためには、個人の意志や想いが起点にあること

・価値創造は、その意志や想いを持つ個人が、周囲を巻き込むこと
から始まるということ

＝つながるということは、まず、自分自身とつながること。



協働において大事なポイント

教職員の皆さん自身が自分とつながって語れているか。
こどもたちはどうか。

・内容（何をするか）の前に、個人の意志や想いへの伴走が必要。



Leading from one step behind

（一歩後ろから導く）

ガウンを着て杖をついて歩く人が

自分の意志で歩くことを

ポロシャツを着た人が

（迷わないように・転ばないように）

一歩後ろについて支援している

ドア空けますね

段差に気をつけて

画像引用：https://www.progressfocused.com/2009/04/literally-leading-from-behind.html

伴走の姿勢



参考資料
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